
 

 

 

 

 

 

令和 ４ 年 １２ 月号 

 

 

 

令和 ６ 年 １ 月 号 

年が改まり、寒さの中にも清々しさを感じられ、身も心も引き締まる思いがします。 

さて、先月はインフルエンザ感染症の利用児さんを多くおあずかりしました。比較的

症状は軽く元気に過ごす利用児さんが殆どのなか、鼻症状や咳が酷く不眠、また一旦

解熱後も再度発熱など、待機期間の延長をせざるを得ないこともありました。新学期

もスタートし、集団生活が始まったことにより、新型コロナ感染症の今後の動向も気に

なるところです。これまで行ってきた手指消毒や咳エチケットは有効ですので、引き続

き継続し、感染拡大に努めましょう。 

 今年も安心しておあずけ頂ける環境を提供できるように、基本的な感染対策につと

めてまいります。本年もよろしくお願いいたします m(_ _)m。 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓ

その他

１２月利用児病名割合

鹿児島県感染症情報 

予約受付時間７：３０～２０：００ (月～土) 

(日曜・祝日を除く） 

病児病後児保育あいあいきっず 

ＴＥＬ ２６－０４０４ 

不明点等、ご連絡下さい(^-^) 

感染性胃腸炎 

原因:細菌(病原性大腸菌等)、ｳｲﾙｽ(ﾉﾛ・ﾛﾀｳｲﾙｽ等) 

潜伏期間:ｳｲﾙｽでは 1～3 日程度 

症状:発熱、嘔吐、下痢 

感染経路:糞口感染 

       吐物・便等が乾燥し空気中に浮遊すると空気感染 

感染予防・感染拡大防止:液体石けんを泡立てて手洗いの励行 

嘔吐物や便の次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑを用いた適切な処理の徹底 


